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旧
年
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
三
月
十
一
日
（
金
）
午
後
二
時
四
十
六
分
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
を
私
は
生
涯
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
身
体
で
感
じ
た
激
し
い
揺
れ
は
、
た
だ
恐
怖

の
な
か
に
居
る
よ
う
で
声
を
出
す
こ
と
も
で
き
な
い
、
ま
さ
に
息
を
飲
む
、
目
を
剥
く
思
い
で
し

た
。
幸
い
に
し
て
三
か
月
前
に
竣
工
し
た
池
田
病
院
も
、
十
五
年
前
に
開
設
し
た
涼
風
苑
も
、
万

全
な
耐
震
構
造
に
建
設
さ
れ
た
た
め
、
ご
利
用
の
方
々
に
ご
不
便
を
か
け
る
こ
と
も
な
く
安
堵
い

た
し
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
東
北
三
県
の
地
震
と
津
波
の
甚
大
な
災
害
、
そ
し
て
福
島
の
第
一
原
発
の
事

故
の
復
旧
復
興
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
き
な
費
用
と
長
い
期
間
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち

は
、
よ
り
多
く
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

さ
て
介
護
保
険
が
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
制
度
施
行
さ
れ
て
十
二
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の

間
制
度
の
改
変
、
報
酬
の
見
直
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
な
ど
利
用
者
に
と
っ
て
選
択
肢
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
よ
り
良
い
制
度
に
な
っ
た
こ
と
と
高
齢
化
に
よ
る
利
用
者
の
増
加
は
、
介
護
保
険
費
用
の
負
担
が

重
く
な
っ
て
き
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
巷
間
い
わ
れ
る
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
が
、
六
十
五
歳
の
高

齢
者
の
仲
間
入
り
す
る
平
成
二
十
四
年
度
は
介
護
保
険
の
制
度
見
直
し
の
時
で
あ
り
、
保
険
料
、
利
用
料
、

報
酬
と
改
正
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
涼
風
苑
は
従
来
よ
り
提
供
し
て
き
ま
し
た
介
護
老
人
保
健
施
設

と
し
て
の
施
設
入
所
、
短
期
入
所
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ご
利
用
の
方
々
、
ご
家
族
の
皆
様
、
そ

し
て
地
域
の
ご
支
援
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
方
に
対
し
、
大
き
な
真
の
信
用
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
「
普
段
の

介
護
、
不
断
の
介
護
」
に
、
職
員
一
同
今
年
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
皆
さ
ま
の
新
し
い
年
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 
 

 

平
成
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四
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十
二
月
よ
り
、
御
縁
あ
っ
て
野
村
ト
モ
子
先

生
に
来
て
頂
き
、
太
極
拳
の
教
室
を
週
に
二
回

開
い
て
頂
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
         

太
極
拳
の
健
康
効
果
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
近
年
で
は
そ
の
ゆ
っ
く
り
と
滑
ら
か
な

動
作
に
つ
い
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
再
び
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

実
際
に
参
加
さ
れ
た
利
用
者
の
方
か
ら
も
、「
呼

吸
法
を
真
似
す
る
だ
け
で
、
体
が
段
々
ぽ
か
ぽ
か

し
て
く
る
。
」
「
し
っ
か
り
伸
び
る
と
気
持
ち
が
い

い
ね
。
」
と
大
変
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
太
極
拳
の
本

当
に
入
り
口
部
分
を
教
え
て
頂
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
野
村
先
生
も
車
椅
子
の
方
で
も
楽
し
く

取
り
組
め
る
よ
う
に
と
、
毎
回
指
導
し
て
下
さ
っ

て
い
ま
す
。
奥
の
深
い
太
極
拳
で
す
が
、
そ
の
世

界
に
触
れ
な
が
ら
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。 

 

編

集

後

記 
 

 

新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。
あ
の
大
震
災
か
ら
十
か
月
、
被
災
地
で
は
御
家
族
を
失
っ
た
人
、

家
を
失
っ
た
人
、
仕
事
を
失
っ
た
人
、
ど
ん
な
お
正
月
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

思
い
や
り
と
い
う
の
は
想
像
力
か
ら
生
ま
れ
る
そ
う
で
す
。
涼
風
苑
で
お
過
ご
し
の
高
齢
者

の
皆
さ
ん
も
お
正
月
は
家
で
御
家
族
と
和
や
か
に
、
楽
し
く
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
て
も
、

遠
慮
さ
れ
、
諦
め
て
い
る
方
も
多
い
で
す
。
子
供
達
の
近
況
を
聞
き
た
い
・
お
孫
さ
ん
に
会
い

た
い
・
そ
ん
な
気
持
ち
を
我
慢
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

ご
家
族
の
幸
福
を
祈
っ
て
年
賀
状
を
作
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
家
族
の
皆
さ
ん
も
高
齢
者
の
さ

み
し
さ
を
想
っ
て
、
ご
面
会
、
一
緒
の
時
を
作
っ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
生
き
て
い
る
こ
と
、

命
の
あ
る
事
が
幸
せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

今
年
も
御
家
族
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

編
集
委
員
長 

浅
野
有
子 

編
集
委
員 

 

市
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目
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川
口
江
里
子 

酒
井
由
美 

柏
川
晴
香 

楊
名
時
太
極
拳
の 

基
本
五
ヶ
条 

一
． 

平
目
平
視 

頭
は
傾
け
る
こ
と
な
く
、 

ま
っ
す
ぐ
に
、
目
線
も
平
ら
に 

下
に
落
と
さ
な
い
。 

二
． 

三
尖
相
照 

上
肢
、
下
肢
、
頭
部
の
向
か
う
先 

を
揃
え
る
。 

三
． 
上
下
相
随 

腰
が
動
き
の
中
心
と
な
り
、 

前
進
は
上
肢
が
、 

後
退
は
下
肢
が
先
導
す
る
。 

四
． 

中
正
円
転 

腕
の
上
下
は
肩
で
、
左
右
は
腰
で
、 

胴
体
の
回
転
は
股
関
節
で
お
こ
な
い 

円
の
動
き
と
な
る
。 

五
． 

分
清
虚
実 

片
足
が
実
と
な
り
軸
が
で
き
る
。 

虚
と
実
が
あ
り
、 

真
ん
中
で
回
転
し
な
い
。 

↑特に男性利用者の方々に 
好評をいただいております。 

寒
雀 

 

つ
が
い
で
餌
を 

 
 

 
 

つ
い
ば
み
ぬ 

デ
イ
ケ
ア
ご
利
用 

 
 

岡
田
淑
子
様 

表紙に掲載されているおせち料理

の作品は、作業療法の集団製作

で、入所の利用者の方々に作って

いただきました！ 

1月中は玄関に掲示しております。 

来苑の際に是非ご覧ください！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎ご協力お願いします◎ 

 

インフルエンザ・ノロウィルスの流行の時期がやってまいりました。更に今年は結核の流行も 

確認されているそうです。利用者の皆さまの健康維持の為、以下の点をお願い致します。 

・来苑時にはマスクの着用、事務所前でアルコール消毒にご協力ください。 

・ご家族様に体調不良の方がいらっしゃる場合も来苑はご遠慮頂いております。その間の

洗濯物は事務所にその旨を申し出て、職員に預けて下さい。 

・入所ご利用者様が適切な体温調節が出来るよう、衣類、下着類の確認をお願いします。 

 

当苑は作業療法士４名、理学療法士１名で皆様の個別リハビリ訓練や生活動作の練習、夢中で

取り組める活動の支援を行っております。 

新年にあたり、私どもリハビリテーション室で今年のスローガンを立てさせて頂きました。 

 

◆ 身体の痛みや硬さ、麻痺による動作のやり難さを軽減し、 

安全・安心に暮らせ生活が拡大できるように支援します。 

◇ 自宅や居室で行える自主トレーニング、夢中になれる活動 

を支援し、毎日元気に過ごせるように支援します。 

◆ 皆様の「目標」・「やりたい事」にチャレンジできるように、 

個々に合わせた個別機能訓練を行います。 

◇ ご本人様・ご家族様・居宅支援事業所に分りやすい報告や 

説明を心掛けて参ります。 

 

 

 

リハビリスタッフによる個別訓練だけでなく、介護スタッフと協力し、脳トレや運動レク、カ

ラオケや作品作り通じて、楽しみながら頭と体を動かし元気になれる様にお手伝いさせて頂きま

す。また、日々の暮らしでは皆様の出来る事をたくさん見つけ、持っている力をしっかりと発揮

して頂けるように自立支援を目指した介護を行って参ります。 

 

当苑のリハビリでは皆様の体に何らかの不自由さがあっても、お年を召されても、その方が望

んでいる活動（＝作業）が出来るようになる為に、努力して参ります。 

「心身を良くするためのリハビリ訓練」はもちろん、作業を行い「生活を豊かにするためのリ

ハビリ」を行っていきましょう。 

 

 

また当苑では認知症の短期集中リハビリも行っています。認知症状を分析しながら、認知機能

を賦活して、安心して穏やかに暮らせる様に支援させて頂きます。認知症状でお困りの事があり

ましたら、お気軽にお声掛け下さい。 

 

 

  当苑ではボランティアによる誕生会での演芸の披露など、地域の方々の来苑を利用者の皆さんも楽しみに 

していらっしゃいます。市内中学校の職場体験学習も毎年喜ばれている機会のひとつですが、今年はその後 

に心温まる交流がつながりました。 

 

中学生が事前に、作品作りと手品ショーを計画し、披露してくれました。 

緊張した面持ちの生徒さんたちを、温かく見守る利用者の皆さん。 

ご自身のお孫さんの姿を重ねて、最後には涙する方もいらっしゃいました。 

生徒さんたちも、利用者さんに喜んでもらえた事に驚き、感激した様子でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

後日、生徒さんの感想文と共に、なんと秋の文化祭への招待の連絡が来ました！！ 

 

生徒さんからの招待状を手に会場の体育館へ！どのクラスの合唱も、本番のために

相当な練習をしてきたことを感じさせる、素晴らしい歌声でした。若いエネルギー

をたくさん貰って帰ってきました。 

これからも地域の皆さまのご協力をどうぞ 

宜しくお願いいたします。 

 中根台中学校の皆さん、 

どうもありがとう！ 




